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表紙写真　「ふいご祭り」（金山神社  名古屋市熱田区金山町1-16-19）
　令和７年11月８日（土）に金山神社で「ふいご祭り」が行われま
した。
　「鞴（ふいご）」とは、金属の精錬や加工の際に火を熾す（おこす）
ための送風機のことです。
　金山神社が毎年「ふいご祭り」を開催している11月８日は、
鞴が天から降ってきた日とされ、鞴を使う鍛冶屋、刀工、鋳物師
など広く火を使う職人の間で、全国各地で祭りが行われています。
　金山神社は、鍛冶鋳造の祖神を奉祀する神社として知られ、「尾張
鍛冶の発祥地」と言われています。現在の「金山」という地名の
由来にもなっており、熱田区の中でも、最も由緒ある神社の一つ
です。
　　撮影　大東広報副委員長



年頭のごあいさつ
会　長　　　　　　

冨成　義郎

　令和８年の年頭にあたり、謹んで新年のごあいさ

つを申し上げます。

　会員の皆さまをはじめ関係各位におかれましては、

日頃から熱田法人会に対しまして、格別のご支援・

ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、昨年の当会の活動を振り返りますと、税制

研修会、講演会、実務研修会、各区民まつり及び豊

明まつりにおける税のＰＲ活動や税を考える週間で

の街宣広報活動など多くの事業を積極的に実施いた

しました。

　特に、昨年は「年収の壁問題」が社会的に注目され、

税制改正も行われたことから、社会保険労務士によ

る「年収の壁研修」や、税務署から講師をお招きし

た「年末調整説明会」を実施しました。実施に当たっ

ては、多くの方の参加が予想されたことから動画配

信やオンライン参加といった非会場型の形式を取り

入れたところ、参加総数677名のうち実に６割を超え

る422名が非会場型で参加されるという結果となりま

した。これは会員皆さまのニーズが時代の流れにと

ともに大きく変化していることを如実に示しており、

私ども法人会の事業もその変化に合わせて柔軟に変

化していくことが重要であると改めて感じました。

　また、各支部におきましても、行政区単位での支

部合同講演会を実施していただき、前年を大きく上

回る多くの方にご出席いただいたほか、地域社会貢

献活動、視察研修会など、工夫を凝らした多くの事

業を実施しました。

　加えて、青年部会では、租税教室への講師派遣数

の増強、スタートアップ企業と会員企業を結び付け

る「スタ活」事業を通じた租税教育の実施、女性部

会では、税の絵はがき募集なども行いました。

　これらの事業の企画・運営にあたられた役員のご

尽力並びにご参加いただいた会員の皆さまのご支援

とご協力に、改めて深く感謝申し上げます。

　ところで、政治・経済に目を移しますと、国内では、

高市早苗氏が首相に就任し、新内閣が発足しました。

「戦略的財政出動」、「物価高対策」を最優先に位置

付ける政策は、18兆円を超す大型補正予算案やガソ

リン暫定税率の廃止などもあり、世論調査では高支

持率を維持していますが、積極財政の財源をどこに

求めていくのかという大きな課題もはらんでいます。

外交面では、台湾有事に関する国会答弁を巡り中国

が日本への圧力を強めており、日中関係の緊張によ

る観光や経済への影響も懸念されるところです。

　また、世界経済の見通しは、「減速」しつつも「成

長継続」の道をたどると予測されていますが、トラ

ンプ関税のような高関税や通商摩擦、報復関税など

により、グローバルな貿易とサプライチェーンの安

定性が損なわれるリスクもあります。

　迎えた令和８年の社会・経済・国際情勢は、先行

きの不透明な要素が多くありますが、当会としては、

引き続き「よき経営者をめざすものの団体」として、

地域や会員企業の発展に貢献できる「魅力ある法人

会」をめざしてまいります。

　結びにあたりまして、会員の皆さまの事業のご繁

栄とご健勝を心からご祈念申し上げ、年頭のごあい

さつといたします。
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年頭のごあいさつ
名古屋国税局　課税第二部長　

嶋橋　和夫

　令和８年の年頭に当たり、公益社団法人熱田法人

会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

　会員の皆様には、平素から税務行政につきまして

深い御理解と格別の御協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。

　公益社団法人熱田法人会におかれましては、税の

オピニオンリーダーとして、「租税教室」や「税に

関する絵はがきコンクール」といった税の啓発活動

のほか、地域社会への貢献活動を実施していただい

ております。

　私どもにとりましても、皆様のこうした活動は、

大変心強いものであり、冨成会長をはじめ、役員の

皆様並びに会員の皆様の日頃の御尽力に対しまし

て、心から敬意を表する次第であります。

　昨年は、食料品をはじめとする様々な物価上昇へ

の対応やアメリカとの関税交渉など、国内外の経済

情勢に大きな関心が寄せられた一年でしたが、大阪・

関西万博の開催や日経平均株価が史上最高値を更新

するなど、国内経済に明るい動きも見られました。

　このような中、新しく迎える年が、会員の皆様に

とって充実した年となりますことを祈念いたします

とともに、公益社団法人熱田法人会が引き続き魅力

ある事業活動を展開され、会員企業と地域社会の

発展に一層の貢献をされますことを御期待申し上

げます。

　私どもといたしましては、本年も引き続き、「納

税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実

現する」という使命を果たすために、グローバル化

やデジタル化の進展等の経済社会の変化に柔軟に対

応し、様々な課題に的確に対応していくことが重要

であると考えております。

　国税庁が推進する「税務行政のＤＸ（デジタル・

トランスフォーメーション）」を更に前に進めるた

めに、「納税者の利便性の向上」、「課税・徴収事務

の効率化・高度化」に取り組むとともに、法人会を

はじめとする関係民間団体の皆様や関係省庁とも連

携を図りながら、「事業者のデジタル化促進」にも

取り組み、社会全体のＤＸ推進に貢献してまいりた

いと考えております。

　特に、源泉所得税に係るキャッシュレス納付の

利用拡大に引き続き努めてまいりますので、法人

会の皆様には、キャッシュレス納付の御利用のほ

か、周知・広報に御支援を賜りますようお願い申

し上げます。

　本年も、法人会の皆様と十分に意思疎通を図りな

がら、信頼関係をより深いものとし、これらの取組

を進めてまいりたいと考えておりますので、一層の

御協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに当たりまして、公益社団法人熱田法人会の

更なる御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事業の

ますますの御繁栄を祈念いたしまして、年頭の御挨

拶とさせていただきます。
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年頭のごあいさつ
熱田税務署長　　　

伊與田　健

　令和８年の年頭に当たり、公益社団法人熱田法人

会の皆様に謹んで、新年のお慶びを申し上げます。

　会員の皆様には、平素から税務行政に対しまして、

深い御理解と格別の御協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。

　公益社団法人熱田法人会におかれましては、税の

オピニオンリーダーとしての責務を果たすべく、小

学生を対象とした「租税教室」への講師派遣、「体

験型租税教育活動」及び「税に関する絵はがきコン

クール」の募集による租税教育活動の実施、税知識

の普及のためＷｅｂ環境を利用した「税制研修会」

の開催、「税を考える週間」の広報活動及び区民・

市民まつりへの参加などを通じて、企業並びに地域

社会の発展への貢献活動を実施していただいており

ます。

　その中で、特に租税教育活動については、昨年12

月に開催された「愛知県法人会運営研究会」におい

て、「新時代の租税教育を目指して」をテーマに研

究発表をしていただきましたが、ＩＣＴを活用した

「租税教室」へ変更するだけではなく、スタートアッ

プ企業の健全な成長をサポートするための研修会を

開催するなど、子供から大人（社会人）までの全世

代を対象に、時代に合わせた手法を構築して取り組

んでいただきました。

　私どもとしましても、皆様のこうした活動は、大

変心強いもので、冨成会長をはじめ、役員の皆様並

びに会員の皆様の日頃の御尽力に対しまして、心か

ら敬意を表する次第であります。

　ところで、現状の税務行政を取り巻く環境は、経

済活動のグローバル化・デジタル化の急速な進展と

ともに、様々な制度改正が行われるなど、社会全体

のデジタル化の推進に伴い絶え間なく変化しており

ます。

　このような状況の中「納税者の自発的な納税義務

の履行を適正かつ円滑に実現する」という国税庁の

使命を果たしていく観点から、国税関係手続をデジ

タル化（ＤＸ：デジタル・トランスフォーメーション）

し、多くの納税者の利便性の向上と税務行政の効率

化を図るとともに、課税・徴収の高度化・効率化に

向けた取組を進めているところです。

　さて、間もなく令和７年分の所得税・消費税の確

定申告時期となりますが、確定申告会場であるウイ

ンクあいちは、例年、大変多くの方が来場されます。

　私どもといたしましては、e-Tax申告やキャッ

シュレス納付の利用拡大に向けて、引き続き努めて

まいりますので、法人会の皆様には、e-Tax申告や

キャッシュレス納付の御利用のほか、広報活動に御

支援を賜りますようお願いいたします。

　本年も、引き続き法人会の皆様の御理解の下、十

分に意思疎通を図り、更なる連携・協調を深めてま

いりたいと考えておりますので、御協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

　結びに当たりまして、公益社団法人熱田法人会の

更なる御発展と会員の皆様の御健勝並びに事業のま

すますの御繁栄を心から祈念いたしまして、年頭の

御挨拶とさせていただきます。
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年頭のごあいさつ
名古屋税理士会　熱田支部長　

桂　　一朗

　新年明けましておめでとうございます。

　令和８年の年頭にあたり、公益社団法人熱田法人

会会員の皆様に、謹んで新年のお慶びとご挨拶を申

し上げます。

　公益社団法人熱田法人会会員の皆様には、旧年中

も名古屋税理士会熱田支部の活動に対し、深いご理

解と温かいご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。

　公益社団法人熱田法人会と名古屋税理士会熱田支

部は、熱田税務連絡協議会を通じて緊密な協力関係

を築かせていただいており、それぞれの会の相互理

解のもと、地域社会に貢献し、納税環境の整備と申

告水準の向上を目指し活動を行ってきております。

今後とも信頼と協調をもとに一層の連携を図ってま

いりたいと存じます。本年もよろしくお願い申し上

げます。

　さて、昨年を振り返りますと、景気は緩やかに持

ち直しているものの勢いは弱く、個人消費や設備投

資などは底堅く推移していますが、物価高の影響で

家計の節約志向が強まり消費は横ばいであり、輸出

は米国の関税政策により減速傾向となりました。企

業活動の観点からは、継続的に人手不足であり賃金

および原材料の価格上昇は懸念材料となりました。

　また、税制面に目を向けてみますと、令和７年税

制改正で所得税の基礎控除や給与所得控除等の改正

が令和７年12月から施行され、影響を受ける納税者

も多く注目を集めました。

　このような情勢の中、中小企業の経営者の方々に

は、慎重な経営が求められております。社会・経済

環境の変化、税制等への対応を踏まえ、個々の知識

の習得、正確な税務申告と納税の円滑な推進を図る

ため、今後、公益社団法人熱田法人会の皆様が果た

す役割は、一層増してくるものと思います。

　私ども名古屋税理士会熱田支部といたしまして

も、研修等の充実により、税の専門家としての資質

向上を図り、公益社団法人熱田法人会との連携をさ

らに密にして、地域社会への貢献と、納税環境の整

備改善、申告水準の向上に努めてまいりたいと存じ

ます。

　今後とも、一層信頼される納税協力団体としてご

活躍されることを期待申し上げるとともに、引き続

き当支部に対してもご支援・ご協力をお願い申し上

げます。

　結びにあたり、公益社団法人熱田法人会のますま

すのご発展と、会員企業の皆様のご隆盛ならびにご

健勝をご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせていた

だきます。
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藤田 彰男 氏
赤津機械 株式会社
代表取締役

近藤　匠 氏
名古屋ボデー 株式会社
代表取締役社長
本会理事

江松 央統 氏
福松不動産販売 株式会社
代表取締役
本会理事

近藤 秀樹 氏
株式会社 アコモ
代表取締役
本会常任理事

林　 隆博 氏
三特販売 株式会社
代表取締役
本会理事

荒川 雅義 氏
株式会社 荒川製作所
代表取締役社長
本会副会長

（順不同）

熱田税務署長表彰

名古屋国税局長表彰

熱田税務推進協議会長表彰

輝 かし い 栄 誉輝 かし い 栄 誉

このたび次の方々が表彰の栄誉を受けられました。
心からお祝い申し上げます。
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公益社団法人 熱田法人会　　　
税制委員長　堀江 秋人

　公益財団法人全国法人会総連合と一般社団法人愛知県法人会連合会では「令和８年度税制改正提言」を実現す
るために衆参両国会議員、県市の行政長に直接要望書を手渡し、ご説明する活動を行なっています。当法人会でも、
国民民主党の伊藤孝恵参議院議員、立憲民主党の牧 義夫衆議院議員、小浮正典豊明市長、自民党の工藤彰三衆
議院議員を訪問し提言書を説明の上、お渡しいたしました。

令和７年度

税制改正要望活動税制改正要望活動

令和７年11月１日（土曜日）
伊藤 孝恵 参議院議員訪問
訪問者　堀江税制委員長
　　　　矢追税制委員

令和７年11月18日（火曜日）
小浮 正典 豊明市長訪問
訪問者　岡本税制副委員長
　　　　湯浅専務理事

令和７年11月16日（日曜日）
牧　義夫 衆議院議員訪問
訪問者　荒川税制担当副会長
　　　　林税制副委員長

令和７年11月29日（土曜日）
工藤 彰三 衆議院議員訪問
訪問者　堀江税制委員長
　　　　加藤税制副委員長
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青年部会コーナー

青 年 の 樹
７月例会

　令和７年７月22日（火）、７月例会を都市センター
にて行いました。
　講談師、旭堂鱗林さんを講師としてお招きし、講談
を通じて伝え方の本質を学びながら、自分だけの印象
に残る自己紹介づくりに挑戦していただきました。

　当日は講師との連携のお陰で、実践ワークと講師
からのフィードバックを行い、参加者からの評価は
比較的高い内容になりました。ワークショップでの
実践や印象に残った発表の投票を行うことで、印象
を残す伝え方のポイントを理解することができたと
感じています。

８月例会

　令和７年８月21日（木）、会員拡大委員会の担当に
て「第18回 熱田会ボウリング大会」をディグワー
ルド名古屋にて開催いたしました。
　新型コロナウイルスの影響によりしばらく開催が
見送られておりましたが、今回数年ぶりに開催する
ことができ、約40名のご参加をいただきました。
　本例会は、熱田税務署の皆さまと会員との交流を
深めるとともに、会員相互の親睦を図ることを目的
としております。久しぶりの開催ということもあり、
参加者一同リラックスした雰囲気の中で楽しく競技
が進められました。
　当日はチーム戦でのボウリングを行い、ゲームを
通じて自然と交流が生まれ、会員同士、また税務署
の皆さまとも親近感が高まる時間となりました。
ゲーム終了後には表彰式を行い、スコア上位者や
チーム成績の優秀者を表彰し、和やかな雰囲気の中
で大会を締めくくりました。
　ご参加いただいた皆さまからは「楽しく親睦を深
められた」「またぜひ次回も開催してほしい」との
声を多くいただき、非常に有意義な例会となりま
した。
　最後に、開催にあたりご協力いただいた委員会メ

ンバーならびにご参加くださいました会員の皆さ
ま、そして熱田税務署の皆さまに心より感謝申し上
げます。
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　令和７年10月１日（水）、熱田法人会青年部会10月
例会「租税研修会」 ＆ 「ＡＴＳＵＴＡ　ＨＯＵＪＩＮ
ＫＡＩ　ＢＵＳＩＮＥＳＳ　ＰＩＴＣＨ　2025スタ活
はじめよまい！！」を行いました。
　スタートアップ企業の成長と租税教育をサポート
し地域経済を活性化させる事を目的とし、今年で３
回目の開催でした。
　当日はまず経営者向けの租税研修会を行いまし
た。税理士の先生より経営者として知っておくべき

事項を中心に、どの事
業者でも活用できる少
し難しい内容について
も学びました。
　その後は、６社の素
晴らしいスタートアッ
プ企業に登壇いただき、
皆それぞれ抱える自社
の課題解決や新たな事
業の創出に向けてプレゼンを受けました。
　また、その後の交流会ではスタートアップ企業の
皆様にも参加いただき、若い経営者同士いろいろな
話をして親交を深めました。

10月例会 ＆ 2025スタ活はじめよまい!!

　令和７年11月18日（火）、熱田法人会青年部会とし
て初めて健康経営をテーマにした例会を開催いたし
ました。
　第一部はそもそもの健康経営とは？という知識の
習得からはじめ、第二部では具体的に体を動かす実
践を取り入れた内容としたことで、法人会として健
康経営を推進する意義を共有し、その重要性を改め
て確認する機会となり、さらには参加者の皆さまに
健康経営をより体感的に理解していただける内容と
なりました。

11月例会

　令和７年10月７日（火） 第19回紅葉会ゴルフコンペ
を鳴海カントリークラブにて開催致しました。青年
部会員だけでなく、OBの方々にも多数ご参加頂き
総勢38名の皆様にご参加頂きました。天候も良く、
青年部会とOBの先輩方とも和気あいあいとした雰
囲気でプレーを進め親睦を深める事で充実した時間
を過ごす事ができました。

　初めて参加された方も多く、緊張している所を先
輩方が和ませている姿も目にして非常に楽しくプ
レーできたように感じます。
　皆様との絆が深まり、また新たな交流の和も広が
りました。ご参加頂いた皆様、ご協力いただいた皆
さまに心より感謝申し上げます。
　次回の開催も楽しい時間を過ごせることを楽しみ
にしております。

OB交流会
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女性部会コーナー

第２回研修会
任された後、産業医や医療機器の開発に携わる傍ら、
中京テレビ「キャッチ！」などの番組コメンテーター
やFM愛知「柴田玲のGOOD YELL SUNDAY」の
メインパーソナリティも担当されており、医師と
しても現役という多忙な日々を送っていらっしゃい
ます。
　講演では、「ヒトは血管とともに老いる」という
お話から始まり、血管や体のこと、現役世代の突然
死の事例、体内時計を考えた食事のとり方、よい睡
眠とはどういうものか、などなど、知っているよう
で理解していなかった体のことをわかりやすい言葉
で、興味深く聞かせて頂きました。「攻めの予防」
の観点からは、身体を「見える化」して危険察知す
るのが大事とのこと。内臓脂肪を１㎏減らすとウエ
ストが１㎝減る計算で、そのためにはどれだけカロ
リー消費が必要か、何をすると効果的かなど、生活
習慣改善についても理由を含めて説明されました。
参加者の皆様からは、お話が聞けてとてもよかった
と、大変好評でした。教わったすべてをいきなり実
践するのは難しいかもしれませんが、ひとつずつで
きることを増やして、楽しみながら健康長寿を目指
したいと思います。
　柴田先生の今後益々のご活躍をお祈り申し上げ
ます。
　さて、女性部会の社会貢献事業であるタオル収集
については、今回も皆様にご協力を頂きました。集
まったタオルは、管内の消防署や社会福祉施設等に
後日まとめて寄贈予定です。誌面をお借りして御礼
申し上げます。
　また、女性部会では、一緒に活動に参加頂ける方
を随時募集しております。ご興味をお持ちの方がい
らっしゃれば、お気軽に女性部会員や事務局にお声
掛けください。

　令和７年９月４日（木）、女性部会令和７年度第２
回研修会を熱田神宮会館で開催いたしました。残暑
とは名ばかりの気温の中、21名に参加頂きました。
ご足労を頂いた方々に心から感謝申し上げます。
　今回の講師である医学博士の柴田玲様に、会員の
関心が高い分野であるアンチエイジング中心に、と
お願いしたところ、「暮らしの中の血管アンチエイ
ジング術 ～しなやかな血管で健康長寿を目指す～」
と題したご講演を頂きました。
　福岡県出身の講師は、日本循環器学会CPIS賞な
ど数々の受賞歴をお持ちで、200編以上の論文を発
表しておられます。また、「健康探偵シバタンの謎
と事件と日常と」などの著書をはじめ、メルマガや
雑誌等のコラムも精力的に執筆中です。ちなみに
「シバタン」は、柴田先生をモデルにしたキバタン
（鳥）で、かわいらしい姿ながら健康に造詣が深い
探偵のキャラクターです。
　循環器専門医を中心に総合内科専門医、高血圧専
門医、再生医療認定医など多くの資格・免許をお持
ちの柴田先生は、抗加齢医学、つまり、アンチエイ
ジングの専門医でもあります。名古屋大学教授を退

視察研修会
　令和７年10月27日（月）、令和７年度女性部会視察
研修会を開催し、24名に参加頂きました。秋らしい
涼しさと、ぬけるような青空は、参加者の心がけの
よさのお陰と感謝しつつ、ガイドの大野様から、甲
賀や信楽の名前の由来、忍者や焼物の豆知識などを
聞きながら、バスで滋賀県に向かいました。
　今回メインの真言宗大本山である石光山石山寺
は、天平19（747）年、聖武天皇の勅願により良

ろう

弁
べん

僧
そう

正
じょう

が創建したお寺で、瀬田川のほとりにあります。
運慶、湛慶親子が作った仁王像の守る東大門（重要
文化財）は、鎌倉時代に源頼朝の寄進で建立され、
安土桃山時代に淀殿の寄進で大規模な修理が行われ
たそうです。その立派な東大門をくぐり、「石山寺
縁起絵巻」に登場する比

ひ

良
ら

明
みょう

神
じん

影
よう

向
ごう

石
せき

を拝見し、崖

に建てられる懸
かけ

造
づくり

という形式の本堂横の石段を登っ
ていくと、天然記念物の巨大な硅

けい

灰
かい

石
せき

が突出した見
事な景観がありました。そのまま目線を上げれば、
快慶作の大日如来坐像（重要文化財）を御本尊とす
る、最古にして最美の多宝塔（国宝）が見えましたが、

昨年の大雨による被
害で修復中のため、残
念ながら入ることは
かないませんでした。
早く復旧できるよう
お祈りします。
　そこから少し石段
を登って、文字通り石
山の上に建てられた
本堂へ入り、御本尊の
代わりにいらっしゃ
る御

お

前
まえ

立
だち

さまにお参

りしました。本堂に安置される御本尊は、日本唯一
の勅封秘仏といわれる半

はん

跏
か

趺
ふ

坐
ざ

の二
に

臂
ひ

如意輪観世音
菩薩（重要文化財）で、33年に一度、御開扉されるそ
うです。
　平安時代には貴族の間で石山詣が流行し、紫式部
も参籠の折に「源氏物語」の着想を得たと言われて
いる石山寺ですが、「蜻蛉日記」や「更級日記」な
どの王朝文学にも登場しています。そこから見える
月は、「石山秋月」として近江八景のひとつに数え
られ、現代にもその
名を残しています。
　石山寺を大変わ
かりやすく案内し
て下さった現地ガ
イドの古市様に、
心から感謝を申し
上げます。
　拝観後、門前に
ある「淡味の膳処　
洗心寮」で昼食を頂
きました。８種の近
江のおばんざいをはじめ、食べごたえのある近江牛
など、食欲の秋を堪能しました。
　昼食後は、琵琶湖八景の「夕陽」で知られる日本
三名橋のひとつ、瀬田川にかかる「唐橋」を車窓か
ら眺めつつ、琵琶湖のほとりにある「LAGO大津」
へ移動しました。「LAGO（ラーゴ）」とは、イタリ
ア語で湖を差す言葉です。今年オープンした「たね
や」の新店舗であるこの施設は、売店と喫茶を併設
しています。売店は、季節限定品や店舗限定品をは
じめ目を引く和洋菓子が並び、カフェは、屋内も屋
外もくつろげる空間として工夫されており、琵琶湖
を借景にゆったり一服することができました。
　早めの時間の帰路は順調で、予定通り帰着するこ
とができました。紅葉には少々早い季節でしたが、
参加者の皆様に楽しんで頂けていれば幸いです。
　最後に、協力頂いた東邦ガストラベルサービス様、
名阪近鉄バス様、
そして、日頃か
ら支えて下さる
会員の皆様に、
心から御礼を申
し上げます。
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かりやすく案内し
て下さった現地ガ
イドの古市様に、
心から感謝を申し
上げます。
　拝観後、門前に
ある「淡味の膳処　
洗心寮」で昼食を頂
きました。８種の近
江のおばんざいをはじめ、食べごたえのある近江牛
など、食欲の秋を堪能しました。
　昼食後は、琵琶湖八景の「夕陽」で知られる日本
三名橋のひとつ、瀬田川にかかる「唐橋」を車窓か
ら眺めつつ、琵琶湖のほとりにある「LAGO大津」
へ移動しました。「LAGO（ラーゴ）」とは、イタリ
ア語で湖を差す言葉です。今年オープンした「たね
や」の新店舗であるこの施設は、売店と喫茶を併設
しています。売店は、季節限定品や店舗限定品をは
じめ目を引く和洋菓子が並び、カフェは、屋内も屋
外もくつろげる空間として工夫されており、琵琶湖
を借景にゆったり一服することができました。
　早めの時間の帰路は順調で、予定通り帰着するこ
とができました。紅葉には少々早い季節でしたが、
参加者の皆様に楽しんで頂けていれば幸いです。
　最後に、協力頂いた東邦ガストラベルサービス様、
名阪近鉄バス様、
そして、日頃か
ら支えて下さる
会員の皆様に、
心から御礼を申
し上げます。
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名古屋市内９法人会合同講演会名古屋市内９法人会合同講演会
　令和７年９月16日（火）、Niterra日本特殊陶業市
民会館フォレストホールにおいて、元宮崎県知事・
東国原英夫氏による名古屋市内９法人会合同講演
会が開催されました。芸人時代のスキャンダルや
騒動を経て政治の道へ進んだ東国原氏は、自らの
経験を通して「ピンチは行動次第でチャンスに変
えられる」と熱弁。知事時代には、メディア出演
や積極的な営業活動により地元特産品を全国区に
押し上げたエピソードも紹介。講演の最後には、
地域経済を支える法人会の役割に期待を寄せ、来
場者にエールを送りました。

ピンチをチャンスに！

講演日時／令和７年９月16日（火）
　　　　　13：30～15：00
講演会場／Niterra日本特殊陶業市民会館
　　　　　フォレストホール

元宮崎県知事

東国原 英夫 氏

1957年、宮崎県生まれ。
ビートたけしの一番弟子としてお笑い芸人となる。
その後、紆余曲折を経て宮崎県知事に就任。
県政に改革をもたらし一期で退任。
現在は各メディアにおいてコメンテーターとして、
様々な講演会において活躍中。
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人生110年時代を目指す 
楽しく嬉しい体づくり
順天堂大学教授

谷本 道哉 氏

健 康 セ ミ ナ ー

　令和７年10月30日（木）熱田神宮会館にて、健康
セミナーを開催しました。
　講師には、NHK「みんなで筋肉体操」などにご
出演されている順天堂大学の谷本道哉教授をお迎
えして「人生110年時代を目指す 楽しく嬉しい体づ
くり」と題してご講演いただきました。

　講演が始まりあいさつをされたあと、全員で立
ち上がってラジオ体操の一番間違えやすい所を正
しいフォームで実際に体験しました。先生の「もっ
といけますよ、まだいける」の応援をいただいて
皆さん体をぐーんと伸ばしていました。
　その後は筋トレがなぜ重要なのかをお話しいた
だきました。
　現代の「人生110年
時代」を迎えるにあた
り、長く元気に働き続
けるためには筋肉の維
持が不可欠です。加齢
とともに筋肉は減少

し、特に「速筋」（瞬発力
を必要とする筋肉）は年
齢と共に著しく衰えます。
速筋が減少すると、身体
の動きが鈍くなり、体力
の低下やケガのリスクが
増加するため、筋力を保
つための筋トレが重要になります。
　特に、日常生活の中でできる手軽な筋トレは非
常に効果的です。例えば、ラジオ体操やスクワッ
トなど、強い負荷をかけることなく、無理なくで
きる運動で速筋を使うことができます。これらは
全身の筋肉を効率よく刺激し、運動後の爽快感や
心地よさを感じることができ、健康維持にも大き
な効果をもたらします。
　仕事中にも取り入れられる運動を意識すること
が大切です。例えば、座りっぱなしの仕事でも、
ちょっとしたスクワットや腕立て伏せを取り入れ
ることで、筋力を維持できます。これにより、集
中力や生産性の向上にも繋がり、健康的な労働環
境を作ることが可能です。

　筋トレをすることで、筋肉を保つだけでなく、体
力や免疫力を向上させることもできます。加齢に伴
う筋肉の減少を防ぐためには、定期的な筋トレが非
常に重要であり、日々の生活に取り入れること、ま
た業務内にすることが当たり前になれば、社会全体
にも波及していくのではないでしょうか、と締めく
くられました。
　お話しだけではなく、体操や筋トレを体験したこ
とで、体を動かすことの大切さを実感できたのでは
ないでしょうか。
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令和７年10月15日（水）
講　師　一般社団法人ＤＲＣＴ「災害復興協力チーム」代表
　　　　堀　好高 氏
演　題　「防災の心得」

◆南区４支部合同研修会◆

令和７年10月15日（水）
参加者から米、缶詰、お菓子、インスタント食品などを
収集し、社会福祉法人愛知県母子寡婦福祉連合会に寄贈

◆南区４支部フードドライブ活動◆

令和７年10月23日（木）
講　師　相撲ジャーナリスト　杉山 邦博 氏
演　題　「大相撲、よもやま話」
　　　　～土俵を見つめて71年～

◆熱田区４支部合同研修会◆

令和７年11月５日（水）
講　師　タレント　渡部 建 氏
演　題　「努力も才能もいらない
　　　　コミュニケーションの極意とは？」

◆緑区５支部・豊明支部及び鳴海商工会合同講演会◆

令和７年10月29日（水）
講　師　名古屋国税局　調査部長　大竹 昭博 氏
演　題　「税務行政の現状と課題」
講　師　名古屋国税局　調査部　調査審理課長
　　　　西村 佳範 氏
演　題　「誤りのない申告書を作成するために」

◆大規模法人合同講演会・研修会◆

令和７年11月６日（木）
講　師　税理士　大岡 百合子 氏
演　題　年末調整の流れとポイントを解説！
　　　　今年は「年収の壁問題」対応に要注意！
　　　　2025年版　年末調整実践セミナー

◆税制研修会オンラインセミナー◆

令和７年８月27日（水）
講　師　社会保険労務士　佐藤 和之 氏
演　題　「年収・社会保険のカベの改正について」

◆税制研修会◆

令和７年９月10日（水）～12日（金）
講　師　税理士　飯村 正三 氏
演　題「よくわかる簿記の基礎知識」

◆簿記講習会◆

令和７年９月２日（火）
講　師　熱田税務署 法人課税第一部門 上席国税調査官
　　　　柴田 重雄 氏

◆決算期別説明会◆

令和７年９月17日（水）
視察先　大学共同利用機関法人
　　　　自然科学研究機構
　　　　核融合科学研究所

◆高蔵旗屋支部視察研修会◆

令和７年９月25日（木）
講　師　日興証券 名古屋支店副支店長 飛田 了介 氏
演　題　「トランプ関税による今後の日本経済のゆくえ」

◆白鳥支部研修会◆

令和７年９月26日（金）
講　師　熱田税務署長　伊與田 健 氏
演　題　「お酒と税」

◆新熱田税務署長講演会◆
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令和７年10月15日（水）
講　師　一般社団法人ＤＲＣＴ「災害復興協力チーム」代表
　　　　堀　好高 氏
演　題　「防災の心得」

◆南区４支部合同研修会◆

令和７年10月15日（水）
参加者から米、缶詰、お菓子、インスタント食品などを
収集し、社会福祉法人愛知県母子寡婦福祉連合会に寄贈

◆南区４支部フードドライブ活動◆

令和７年10月23日（木）
講　師　相撲ジャーナリスト　杉山 邦博 氏
演　題　「大相撲、よもやま話」
　　　　～土俵を見つめて71年～

◆熱田区４支部合同研修会◆

令和７年11月５日（水）
講　師　タレント　渡部 建 氏
演　題　「努力も才能もいらない
　　　　コミュニケーションの極意とは？」

◆緑区５支部・豊明支部及び鳴海商工会合同講演会◆

令和７年10月29日（水）
講　師　名古屋国税局　調査部長　大竹 昭博 氏
演　題　「税務行政の現状と課題」
講　師　名古屋国税局　調査部　調査審理課長
　　　　西村 佳範 氏
演　題　「誤りのない申告書を作成するために」

◆大規模法人合同講演会・研修会◆

令和７年11月６日（木）
講　師　税理士　大岡 百合子 氏
演　題　年末調整の流れとポイントを解説！
　　　　今年は「年収の壁問題」対応に要注意！
　　　　2025年版　年末調整実践セミナー

◆税制研修会オンラインセミナー◆

令和７年８月27日（水）
講　師　社会保険労務士　佐藤 和之 氏
演　題　「年収・社会保険のカベの改正について」

◆税制研修会◆

令和７年９月10日（水）～12日（金）
講　師　税理士　飯村 正三 氏
演　題「よくわかる簿記の基礎知識」

◆簿記講習会◆

令和７年９月２日（火）
講　師　熱田税務署 法人課税第一部門 上席国税調査官
　　　　柴田 重雄 氏

◆決算期別説明会◆

令和７年９月17日（水）
視察先　大学共同利用機関法人
　　　　自然科学研究機構
　　　　核融合科学研究所

◆高蔵旗屋支部視察研修会◆

令和７年９月25日（木）
講　師　日興証券 名古屋支店副支店長 飛田 了介 氏
演　題　「トランプ関税による今後の日本経済のゆくえ」

◆白鳥支部研修会◆

令和７年９月26日（金）
講　師　熱田税務署長　伊與田 健 氏
演　題　「お酒と税」

◆新熱田税務署長講演会◆
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令和７年11月11日（火）～17日（月）
　・スマホで確定申告について

◆「税を考える週間」広報活動◆

令和７年11月７日（金）
講　師　熱田税務署 法人課税第一部門 国税調査官
　　　　伊神 優香 氏
演　題　「年末調整事務について」

◆税制研修会◆

公益社団法人熱田法人会長賞　受賞
　作 文 の 部　
　　豊明市立栄中学校　　　　　梶川 陽太さん
　習 字 の 部　
　　名古屋市立黒石小学校　　　澤井　文さん

◆「税に関する作品」表彰◆

令和７年11月13日（木）
松阪方面

◆会員企業交流会◆

熱田区　　令和７年10月12日（日）　 参加人数1,165名
緑　区　　　　　　10月25日（土） 　〃 　 1,220名
豊明市　　　　　　11月２日（日） 　〃     　752名

◆区民・市民まつり◆
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　当選されました企業へは、保険会社推進員または代理店が訪問し、図書カードをプレゼント
いたしました。
　引き続き、キャンペーンを行なっております。ぜひ、この機会にご検討されてはいかがでしょ
うか。

　見積りのご依頼・お問い合わせは、制度受託保険会社・事務局が承ります。下記までご連絡
ください。

　・熱田法人会事務局 TEL：052－682－6200
　・大同生命保険株式会社　名古屋南支社 TEL：052－331－3360
　・ＡＩＧ損害保険株式会社　名古屋支店／中部企業営業部 TEL：052－857－1400
　・アフラック生命保険株式会社　愛知総合支社 TEL：052－586－7673

「見積りdeプレゼント」キャンペーン抽選結果
　令和７年４月から令和７年９月に実施いたしました『福利厚生制度「見積りdeプレゼント」
キャンペーン』につきまして、厳正なる抽選の結果、下記の10社が当選されました。

（順不同）
当選おめでとうございます。

三興電材株式会社 株式会社 ひまわり

岡本食品株式会社 明興株式会社

カッセイ食品株式会社 有限会社 近藤アルミニューム製作所

株式会社 ＹＳ創業 株式会社 シンエイプランナー

株式会社 大長 株式会社 アジャスト
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支 部 の 動 き

開催年月日 支部名 主　　な　　内　　容

7.  8.26

10.10

11.  2

11.13

11.15

12.13

新瑞南

名光

豊明

明治

新瑞南

日比野

社会貢献事業活動「児童養護施設児童野球観戦招待」

視察研修会「ブラックサンダーワクザクファクトリー」

豊明商工会まつり「法人会活動をＰＲ」

視察研修会「島津製作所　創業記念資料館」

視察研修会「盛田味の舘」

視察研修会「御園座」

スペース・アイ株式会社

東邦ガスコミュニケーションズ株式会社

株式会社 スタンダード JOYSOUND金山店

株式会社 シナプス

株式会社 セイブ

西熊造園株式会社

株式会社 伊藤圧送

株式会社 シンエイプランナー

株式会社 ＹＳ創業

株式会社 シーテック

株式会社 ｔｅｃｏ

株式会社 Ｋ－ＳＰＡＣＥ

株式会社 かんぽ生命保険 名古屋法人支店

株式会社 ＳＯＡＲ

高蔵旗屋

高蔵旗屋

高蔵旗屋

明治

本城

本城

緑西部

緑西部

大高

大高

緑東

豊明

管外

管外

熱田区新尾頭三丁目４－45

熱田区桜田町19－18

熱田区金山町一丁目１－５

南区豊二丁目22－４

南区元鳴尾町52

南区本地通６－10－１

緑区篠の風一丁目921

緑区久方三丁目24

緑区大高町神戸63－１

緑区忠治山101

緑区小坂二丁目1915

豊明市西川町長田２－１－Ｆ

中区錦三丁目20－27

中川区中島新町三丁目1408－２

支　部　名 法　人　名　 所　　在　　地

新会員紹介
（令和７年８月～11月末）
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編集後記

編集発行人

お知らせのページ

　今期から広報委員会に配属になりました岡田敬介です。
　この度、「あつたの社」の編集を担当させていただくことになりました。これまでは読む側と
して関わってきましたが、編集側の立場から関わることで、これまで気づかなかった丁寧な話し
合いを重ねて作られていることを知り、大変勉強になっています。
　話し合いの中で、委員会の先輩方の人柄や魅力に触れることができ、熱田法人会の活動に参加

させていただくことの喜びをさらに感じております。
　「あつたの社」も今回で138号となり、長い歴史の中で正しい税務知識の普及などの各種事業を会員の皆様に
お伝えするために、常に改善を重ねてきたことが伝わってきました。
　また、事務局には他の法人会の広報誌も保管されており、それらを拝見させていただくことで、各法人会に
おいて広報誌の編集の違いも知ることができました。
　活動を通じて得た経験や気づきを、編集後記として振り返ることも私にとって楽しみの一つです。これから
もより良い広報誌づくりに携わることができれば幸いです。

広報委員：小鹿・関谷・小笠原・山田・大東・久野・岡田・神野・吉川・中島・横井　（順不同）

主な事業予定

税制研修会（確定申告前研修会）
◎日　時　令和８年1月21日（水）
　　　　　13：30～15：00
◎会　場　熱田神宮会館　１階
◎講　師　熱田税務署担当官　２名
◎内　容　「確定申告前研修会」

市内９法人会合同講演会
◎日　時　令和８年１月27日（火）
　　　　　13：30～15：00
◎会　場　Niterra日本特殊陶業市民会館
　　　　　フォレストホール
◎講　師　元衆議院議員　金子 恵美 氏
◎演　題　「許すチカラ」

新春講演会
◎日　時　令和８年２月12日（木）
　　　　　13：30～15：00
◎会　場　熱田神宮会館　２階
◎講　師　株式会社 感性リサーチ　
　　　　　代表取締役　黒川 伊保子 氏
◎演　題　「対話力  ～AI時代に望まれる、

　　　　　新たなビジネスセンス～」

生活習慣病予防健診
◎日　時　令和８年２月12日（木）～14日（土）
◎会　場　東別院会館
◎日　時　令和８年３月５日（木）～７日（土）
◎会　場　秋葉山圓通寺
◎日　時　令和８年３月12日（木）～14日（土）
◎会　場　東別院会館

公益社団法人熱田法人会　定時総会
◎日　時　令和８年６月４日（木）
　　　　　15：00～16：10（予定）
◎会　場　グランコート名古屋

定時総会記念講演
◎日　時　令和８年６月４日（木）
　　　　　16：30～18：00（予定）
◎講　師　元衆議院議員　杉村 太蔵 氏
◎演　題　「人生何が起きるかわからない」

あつたの杜
令和8年1月

第138号（通巻183号）

ホームページ http://www.atsutahojinkai.or.jp

発行／公益社団法人 熱田法人会

印刷／株 式 会 社 鈴活印刷

（ＮＸ熱田神宮ビル308号）
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税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ 税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
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税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ 税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
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税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ 税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
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税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ 税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ
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P25093　AFアツ課-2025-0049-2512010　2月25日

法人会用フリーダイヤル 0120-876-505
愛知総合支社  〒451-6029 愛知県名古屋市西区牛島町6-1 名古屋ルーセントタワー29階
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公益

当法人会は、会員に関する「個人情報」を、研修会・各種会議などの開催通知、広報誌
などの送付、福利厚生制度等のご案内など、本会の事業活動のために利用し、それ以
外の目的で利用することは一切ありません。

当法人会に登録されている、法人名・所在地・連絡先・決算期・代表者・資本金・電話
番号等に変更があった場合には、会員名簿を訂正する必要がありますので、熱田法
人会事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。

法人名・所在地・代表者・電話番号・資本金等の変更があったら



名古屋南支社/名古屋市中区金山1-13-13(金山プレイス7F)
TEL 052-331-3360


